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が独化され，との規經に遠反した製絲索に対する罰金 

領 t 女丁- 1名につき10円という高額を課し，また女工 

の労砌時間中における'統制，きらに就業時間外におけ 

る行動規制が加わる。それは先に示した第十四項の如 

く 「通ヒエ女j においては「家]{■こ女工監督の一任を 

課し，制 f 女工に対してはr第十三現就業時間外ト 

嫌 トモ可成エ女ノ外出ヲ停メ栽縫及留字等ヲ授 ^ *傍ラ 

平易ノ修身ヲ談シ努メテ婦徳ヲ涵養スへシ

似迎勁ノ _ ハ'風俗上ニ害ナキ遊戯ヲ為 'V *シムヘシ」 

.というごとく労慟力の全人格的統制を資本によって明 

'碇に加えようとするにいたる。

以 上 の 「長蚜煨下喪糸業組合取締所規約 j は原案で 

‘あったと推察される。そしてこのうち# に 「i r 女使傭 

..，規程」は，：その改正の過飽は明らかでは.ないが次のよ 

うな修芷が施される。先ず新たに次の」項が加えられ 

•、る。すなわち，

「第七項申製糸畓ノエ女ヲ艺製絲者上於テ使傭シタ 

ノレトキ誤用ノ翦状判然シタルニ於テハ速 ニ 解 約 スベ 

、ンj として，「誤用j をm 由とする傭入れを禁止し，

さらに，先の第十六項で定められた女工よりの解約の 

•規矩が！/e止され，結婚等の事由によって解嵌;すること 

を规裎上では定めず，これに替って第十七項に製糸家 

'が解約の節就業証に「解約年月ヲ記入'ン傭主之ニ認印 

シ事務所に差出ス」 という手続き，あるいはエ女の給 

料を知7 1 決算し弋翌月十五 i H迄に之を渡すことを怠っ 

た場介に解約しうるという規矩を設け，製糸家が本規 

祝に避わぬ場合において解約を認めるという変更がな 

.'された。

, 明治19年 の 「長町，婼下蚕糸業組合取締所規約j では 

先に；]) した明治18年 1 月の柬英社の「生糸製造規則j 
■における女工に関する規定が一層精密となり,特に 

fエ女籍ニ兹録スルニ非レハ之ヲ使用スル_ ヲ得ス」

と众録制を確立し，各条頃の違反に対するgl]金は柬英 

社规則の二倍の高額に定められる。まさに提野県にお 

いては女工に対する製糸资木の支配が制度として明治 

1， にはかなり明確に盤谕されてくるが，しかし制度 

として，より強力に個別製糸資本を抵I制する必要が现 

'決化するのは, 明治34年 の 「製糸同盟」の成立の時期 

とみるべきであろう。明治10年代末にすでに個別製糸 

ft木間の競争は女工に対する共同の支配,体制的文配 

を形成しつつあったとはいえ,その確立は製糸資本の 

fiti!立をまたなければならなかったの.であるa そしてe  
■.の灼木の破立は製糸女工に対する围家拖力と資本との 

;粘☆的支配，まさに仝体制的支配の確立を愈味するも

のであった。

「丧野県蚕糸業組合取締所規約j が定められるのは明 

治19年 4 月であるが，同年七月,，南真志野の製糸家金 

子長内は女工を寄宿させるに付き，次のような r御受 

書j を上詡訪警察-署長に屈けている。

「 • 御受書

私骹生糸製造営築仕候付テ'ハエ女廿•六人相雇候内前 

記五人ノ渚止宿為仕候付'5=v、午後八時過パ他行等ハ 

勿論盆踊男女混合等不品行敏衮之義無之様精々注意 

可仕候若背戾候ハバ如何ナル御処分相成候共不苦侬 

テ此段御受申候也

_訪郡湖南村生糸製造人 

' 金子長内

明治十九年七月十九日

上誠訪警察署長

督部藤田弥十郎殿 j '
(金子金吾氏所蔵「屈出綴j 上り) •

労働力需要の増大とともに他村*他都より労働力を 

雇傭し, 寄宿させるにいたる明治10年代末に.如いて， 

製糸家は女工に対する全み格的支配と監#の責任を鲁 

察権力に対して明らかにしなければならなかづた。..そ 

れは，’ 雄•に寄宿させる為の形式的届出セあったに也.よ 

警察権力は女工に対する製糸資本の支配を支える力と 

してその機能を発抑するようになってくるのであ.る。

以上の如く，明治10年代後华において， 「貧農部分 

より流れ出づる半隸奴的賃飯労働者を搏編成.した所 

の」（山m盛太郎著「日本資本主義分析」61頁 • 40頁）特 

殊労役制度はなお制度としては確立をみず，その確立 

■過程においては，. 女；！!の異動率は高く，.女工の興動を 

規制する諸規定も整備されてくるとはいえその現実的 

拘柬力は微如にしか働かなんっ.たとt は明ら.力、である。 

すなわち窗接的な土地所有関係は，労働力調達と緊縛 

に一定の力として作用しているものと認められうるに 

せよ，その力は，労働ガ需要の増大どともに一部分の 

女工に対して例)く力に過ぎなくなり，かかる力によっ 

ては個別資本の必要とする労働力を碑)逹することは不 

对能となってくるのであり，製糸資本は資本の力によ 

る，労働力支配体制の確立，「洱編成」が迫られてくる 

のである。 "

•舰卿聊撕瓜pa挪 し卿和弧^ 卿卿m叹观
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I;' 叨治10年代における製糸資本の生成と村落構造の変化（][)
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戦前八幡製鉄所における労働事情

一-̂ 面 接 聴 取 I B 錄 _

木資料は，輓前八幡製鉄命において，•エ場労論^;铨 

推ざれた方々の体験の記録である。金録は:，' 讀者め面 

接聰艰i:と応じて卞さらたこれらめ方々の!^話を，築者 

が速記し，柯生したも办である。

筆者はざきに，本誌61卷 4 号 （I968年4月）綠上に 

おい1̂ ， r年功制の史的形成{■とつV、て-戦前八幡製 

敛所の琪例研究一丄と題する小文を発表し知。この 

ささやかな実証的試みは，冬の3杯突認識の手がかりと 

して，戦前がら向製鉄所に働務された古老の方々の経 

験談に負うところが少くなかった。こQ 種:の商接聴取 

記録は，文書記録などと異なり，精密な証拠としで直 

ちに利用しうる诠質のものでは必ずしもなく，な：̂一  

層め吟味，考SEを要するものであることは言うまでも 

■ない。_しかしながらV .事実把握のための文書そめ他め 

史料が，'まだ不充分,不完全な形でしか利用しえぬ場合 

には，間題への第1次接近の手がかりとしては極めて 

貴® な情報を提供するものと倉えよう。拙稿が発表さ 

れて以来，その意味で，同学の方々から’，面接聴取記 

録を公開するよう熱心なお勧めと御要望とを戴いたj 

筆者もかねて，積極的御批判を仰ぐどともに突証分析 

の進坡に資するため,その機会を待っていたのである 

か，このほどその機会を得，ここに発表する次第であ 

る。而接聴取を快謂ざれ御協力を卞さった古老の方  々

をはじめ，公例を.勧めら.れた先学の方々ならびに今回 

の機会を与えられた三田学会雜誌編集者にたいし，深 

战の謝,意を中し，上げたい。

1966年から67年にかけで，一述の商接聰取にもとづ 

いで作成された記録は， 4 氏の談話から得られた5部

きなかった。以下の記録は， 3 氏 4 部の抄録である。 

とはいえ，前出の拙‘稿中に摘記した部分をはじめ，厘 

用制度の展開をめぐる重要i 諸局面たっし、てほできる 

かぎり多くのスペースを割v、て，ほぽ充分ヒ洱録セき 

たと考える。 4 氏のうち，高田一夫氏の面_ 記録を掲 

截じえなかったことが残念そ、表るが，とれはまた別に 

機会を得て紹介したいど思う。

面接は，質問者があらかじめその趣旨を説明した後, 
回答者に，. なるべく自由に談話を進あそもらう，：いわ . 
ゆるオープンエンドの方式を採用した。しだがってそ 

の記録を，ここfc抄記するに際しては，談話の展開を 

そのまますべて記すのセはなく，主題から離れた部分 

を省略し，また内容に従って小見出しをっけるなど蒞 

干の編集を行なったことをおことわりしセお：きたい。 

なお，限られた紙面にできるだB•多くを載せるため, 
解説は附1けないこととした。

掲載する記録は以下め順である。

記 録 I 柴田伊右衛門氏, 1967年11月 3 日，於八幡 • 
記録I I 柴田伊右衛門氏，1967年11月 5 日，於八幡 

■記録III..中島パ竜一氏，1966年 6 月27日，’ 於東京， 

記録I V 兰 橋 義 雄 氏 ，1加7年11月 3 日,於八幡

(ただし，V は未掲載）

つぎに， 4 氏の略歴を掲げておこう 

柴田伊右衛門氏卩 

1885年生。

⑴ 』 雜 ， 最大の御故力を措しまれなかった柴_ 右節氏は，1968年乃？他界された.■ん相抑の 
：t•、ど炎.したい。なお同,成からは鹿.川制度に例する掛賄を戴いたが，♦ 四は収録し；̂か っ た ....
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にまとめられてある。今回は，しかし，.■紙而に限り.が 

あるため, そのすベそをこごに:転栽堯表するこ 'こはで

■HIWBWIIIUM



戦前八幡製鉄所における労働事情

1900年農商務省製鉄所入職，製_ 部配属。

. 助手，维エ，工手技手（任骨）を経て，

他 8年, 同製鉄所を退所，

1919年，小倉製_ 入わ\
三棵義雄氏 

1895年生。

1917年，農商務省製鉄所入職，銦材部第2 圧延課 

3 分塊工場配属。その後7 分塊に転属。製鉄所• 
教習所で教習を受けたのち，伍長, 組長を経て， 

1950年, 同製鉄所年豳退職。

中鳥竜一氏 

1901年生。

丨见6年，農商務省製鉄所職工養)^所入所• •
1918年，鋇材部小形工場配馆。

1934年，7 \幡本亊務所へ転属。.
1956年，同製鉄所年満退職。 ： ■

高田一夫氏 

1906年生。

1920^-,農商務省製鉄所職工養成所入所。

1921年，製鋼部2 製鍋工場配属。

1922年，時報くろかね編_ 室転属, 編集担当9 
1950年, 教育部転厲。

1961年，年满退職。

I . 柴田伊右衛門氏面接聰取記録 I

あっしは初め，Ur務をやってお$ ましたし,助手とい 

う名賅で殆ど用_ はなしに玄関番から手伝いをやらさ 

れました。小学校を出てからすぐ入所して，最初は子供 

だから手伝i 、のようなことばかりやらされたわけです。

明治33年に助手で入職しましたが，それが大分長 

かった，それから筆エになり，缉場に出て工手を1 年 

やり，任官されて技甲となりました。結局，祺務の方 

と技術の方と半々ぐらV、の仕_ をしたわけです，

職工の募集と就業状態

作業貝では創立時代は永嫁きせずに逃げ出した人が 

いる。ずっと®った人は相当永く固矩していたようで 

す。あの時代は働く人もあっち行き，こっち行き，轸 

動性があった。今なら矩箱することを咨ぶが，あのエ 

坳も行ってみた，との工場も行ってみたというような 

のが丨丨丨慢でしたし,股歴窗を鼾くにも何処そこへ行っ 

ていたというようなのを银いたものです。

商炉をやる人はやはり仕?jfがひどいのでやめた人も

いるでしょうが，高炉とか平炉とかに直接たずさわO 
た人は職人でない素人が大部分でんな。新_ 広告で作 

業員を募集したのでそれに応じて色々集って来ました 

製缶とか鍛冶とかいう連中が新しい製鉄作業に関係は 

レたが，移動は多がったでんな。

' 1 ^; ' : . . . ' : ぐ. . \  ' ....: ,■ '

初期の作業状況

ある工場は請負いのものもあったが，大部分は直接 

エ祺だから建築*敏冶，製缶で入っても常傭になった 

人もいます。田中熊吉さん（後の宿老•‘•…筆者）はあ 

っ.しの親爺の下で，国鉄の工場に居- り.，製铁所が始ま 

るというので，謀轵気を起して行ったのです。は!;め 

はA 养名儀て: , 縣饵でも鍛冶でも何でもやる。.田中さ 

んが九鉄に居った陟代から私は知っているわけです。

採用は，薪間広告を出し，高炉が製品を出すように 

なった時には方々から人が来ました。経験者にマいて 

は，高炉経験者は签石から来たし，造塊の鋳鍋を動か 

す経験のある職工はV、たが，大したことはない。製#! 
も平炉経験者は無し, 全くの手さぐり作業でした。毛 

唐の言うのは話は通じんし，逋訳自身がどんなふ’うに 

訳してよいかも判らない。今泉さんはドイツ:e見て来 

ましたが，少数の人，今で言えば职締役級の人がドイ 

ツで見て来て蓐接指拙するようなわけでしだ。 ドイツ 

人の方は詰が通じないので向うもイライラ，こっちも 

ビクビク.“ …。明治37年にR露戦争が始ったのでド 

イツ人は皆, 帰 .りました。一番はじめは部課長連中が> 
向うに行って教わったので各部に2 ， 3 人くらV、しか 

居らぬ。結局，直接仕窜をしたことのある人は殆ど居 

らぬというわけです。

親方職工にっいて

親方職工は町でいう年期奉公といったようなもので， 

小学校上りの者も家に撢いて，製鉄所に速れて行って 

働かせる。普通の場合には自分の窣に寄食させておき> 
自分の家が仕歌場になるのが親方一徒弟の関倚ですが， 

八幡のこの親方職工の場合には工場は製鈥所の工場で 

あり, 启分の家に2 人なら2 人鼠いて，冬れを引っぱ. 
って行って働かせる。質金は親方が取って一部は給料. 
で本人に波Lて，残りは親方が取る。ところが？あと： 

で製鉄所本体の仕市が始まった後はそんな都合の惑い 

仕琳には皆哿つかなくな 0 ました。はp h は，入る 

ときにどんなふうにしたら入れるじやろうか言うんで 

親方に頼んで, : 入れて賞おうとい5 わけで，徒弟のよ 

うに親方のところに住み込んだ考があったようでした。

戦前八幡製鉄所におtfZ労働事情

親方職工のようなものは, 鍛冶，製缶，鋳物などが多. 
かったようです。親方職工は小学校を出てからすぐく 

らいの人を由分の家に置 i 、ておいて，工場へ連れて行 

って働かせる.。ー猶の年期奉公のようにして働かせる。 

友人で，親方は鍛冶屋だったが，小形工場で，小形を 

覚え. 組丧になり，その後大阪に出て相当やった人も 

います。ブラブラしていて物を觉えない者もいるし， 

そんな者はいつまで経っても覚えて行くことはできま 

せ ん … …。

親方職工は妞設にはおらんでしょうな。何か仕事を 

覚えるといった意味で親方職工についているわけです。 

親方についていて親方の工場へ行って一緒に仕事をす 

る。 しかし，例克ば緞冶の親方でも別工場の方に弟子 

は行って，別の仕事を覚えるということはありました。

もちろん, . 親方自身も仕ifft iする。そして弟子は親 

力6P手伝い.を.して職を覚える。：しかし，仕事を背.えて 

くるとバカらしぐなってくる。親方は自分（弟子のこ 

と••…•雄咨）の働いたものを取ってしまって,食いぶ 

らはいいが，残り.％親方にとられてわずかしか入れら 

れん，ということになると面白くない。街でいう大工， 

左官とは違うんだから，製鉄所にいて，仕 ijfにも慣れ 

て」ぐると，.あんな人についとったってつまら人じゃな 

いか， ということになる。 1 年もいると他の工場にま 

わって，別に親方について®なくたって仕事は出来る 

し……。親方も製鉄所の職工です。製鉄所の職工であ 

.って.丨:丨分の給,料を]Itいながら，弟子を働かせて，その 

分の給料を受け取って，ピンハネをしている。今から 

考えると随分いい加減なことが出来たものです。

こういうやり方が続いたのは僅かの間です。親方も 

大抵，锻冶，製缶くらいしか知らんから本当の作業が 

始まると役に立たない。だかも，初めの 1 , 2 年，つ 

まり3 3年から3 4年の初め頃くらいでしょうなa 本作 

業の職:!:は新聞広告などを出して葬集したり，それま 

では妞設作業をしていた渚を使ったりしました。親方 

職工は本当の作業が始って，鍛冶，製缶などには通用 

せん。皆，はじめての仕事ばかり。工作，築炉関係で 

は通；!丨したものの親方も仕事知らんのだから，本作業 

では殆ど通用しないわけです。

第 1 次大戦前後の労働移動 

. その顷出来はじめた他の工場は，はじめ主任の技術 

者を引っぼって行く。そしてその技術渚に工場の設計 

をさせ，それが自分の子分を述れて行った。つまり，

ある数人の11]分がとくに0 をかけた渚を引っ張って行

って仕事をさせる。一番はじめは主任級，主任の下く 

らいの人を連れX行って，工場の設則をさせ,それか 

ら気に入ったものを引き抜いて行く。大阪などにも行 

ったよ，です一 '..今

それだから，製鉄所には仕琪に慣れた人が少くなひ 

た。それを補うために新しい者を入れる。向うも製鉄 

所から述れて行ったものだけでは作業は出来んから， 

新しい者を入れたりして両方とも面唆らったもんですt 
どんな工場の労働者が出て行ったかというと，この 

時代には熔鉱炉は無論出来ていませんから，はじめは 

製品工場やロ一 ルの小形工場級のもの，..小形.中形く 

らいのを引っ張って行った。 .

メッキエ場なども出来たが，まだ自分のところでは 

，飯を作れませんから，：黒叙を見い，..メ.ッ.キだけの货カけ 

エをする。例の中山は，メッキの賃加エをやっていたt 
例の大震災で中山が名を挙げたのですが，あれはメッ 

キ鈑を泰仕値で大陂から東京に出したのです。

高炉は第1 次大戦の半ばまでは出ませんて-したが， 

平炉は出ました。いわゆる伸鋏とV、う 彻 -；メーカ-,が 

小さなロールを持って，色んな加工をやっていたので 

すが，少しずっ平炉を持つようになった。第一次大軟 

の時には觉気炉も発達しておらん。馄気炉があれば建 

設赀が安いからすぐ飛び着いたかも知れないが….V 。

黒崎窯業の横に日本銑鉄というのがあり，小食の近 

くに2 5 トン高炉を作った。製鉄所の高炉労働希は. 
はじめは動かなかった。わずか2 , 3 か所ヒしか無か 

ったから……。一般の鉄_ 工場は，ロール，平炉，高 

炉の順に設備を持っようになって行ったわけです。

製鉄所の惯れた労働者が外に出て行くようになって 

も，はじめの頭は，やはり生產がうまく行かんという 

ことがあるにはあったが，.いくらか生/金が落ちたくら 

いです。 しかし後には，大分ひどくなって，色々な手 

を打って引き抜くのを防止する方法もとったが，新し 

く工場かできると，こんな仕4?をす令ようになっ.たか 

ら製鉄所に援助をして呉れと正同からぶっかって賴•み 

込む者や，そうではなくて，琪へまわって引き抜きを 

した者もいた。製鉄所にとっても相当の痛-だったと 

思います。 •

■ それで，製鉄がやめた元従業貝に対して，现場を 

やめたら，あと何年間は製鉄所に出入りしてはいか 

ん，というようなことをやった。あとでまたリ丨いてい 

くから•.…％ しかし, 隠れて,衷にまわって引き抜き 

をやるのは防ぎよう.がない。.仕方がないのですな》

迚設時代，仕_ が済めば，どこか他のええと•こに行
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ベといったようなめが多かったし, 土木はい.わゆる渡 

りfl:市だが, 機贼の方のはじめの連中u ロ:一ルにt わ 

った苦が多いです。未当めわナこりは土木関係だ。製嶔

所の場合，そう沢山は逃げておらんと思います。
■ - - - . • ■ , •. -.

給与配分，昇給丨こついて

組设はエ于•，技手の補助toな役割を持■っX居りた。 

，あっしの极介，現場には1年間居」って琪務.と技術と半 

々をやりましたが，工手，技# 6 時代<6こと.ですが“ * 
…。給料，好給の決定にらいては組長は給どタクチし 

なi 、。迕J iは聴くが，意見を聰がれた組伍長でもそ 

れ以上の3jfは知らされていないし，知らんのて。す。

結局，主任が決め，課 • 部長の決裁を你ぐ。主任以 

上のところで，お前の工場, 何人居るから，10銭なら 

10銭の範即で何人がということを何け1出して，昇給さ 

せる。辞令もらうまでは給料の:办は何も判らんといっ 

だ状態でした。

勁怠についても甚本数字は下の者が,全体を集める 

がただ:小:任が最後はまとめる。賞与1 人当ゆ2 円とい 

う市であれば，100人居れば何円出す6 ある等級をづ 

付て机炫が例えば2 円から5 円め割りで出す。年 1 ，

2 lii丨.の打-!/•があったと思います。等級をつけ■ると，50 
銭から20円くらいの開きはあります。：50:銭というよ 

うな低いところがあるのは，欠員勝ちなので,やらね 

ば 2 PJの平均がとれない。50銭をやらんと，その人員 

が贳-ひ•をやる平均の金格からオミ々トされるからです 

•な。考え方は，平均2 円であって，上の方から何かの 

遂準で出す。だから受給資格者に2 円の平均をやって, 
-あとは分ける。例えば，製鍋部なら製鋼部門の職工の 

，中でそういうふうに分けとりました。 '

n . 柴田伊右衛門氏面接聴取記録 n

初期建設作業状況

Y くから，修繕工場，鍛冶工場，鋳物工場，木工場 

允んかができていたが，小倉，M田はその顷は無かっ 

たでんな^修繕工場というのは純粋な製鉄所がやって 

Wりました。あっしの親爺と田中熊吉なんかは煉瓦, 
绝炉課の力で碚われたんです。

修様は&々な資材，機械を造ったりする方で,迚設 

•の材料や機械©場になっていたレ修築は築炉課がやり, 
機械，苽気閲係は機械, 迚檠課がやっておりまして, 
あっしの親爺やW巾熊吉は送風機の速設をしていまし 

U丨中さんの場合は鍛冶よりも細缶の仕啡が多かっ

たようでナ& 鍛冶職といづても,製街でも何でもやる 

んセすが.‘:.“。小展原（诿め宿老‘…“筆者）は大煙突

を建設したんです。 .
'

請負仕#について  ，

常傭と請負というE 別がありまして，請負というの 

は給料は当り前に貨って，ある仕辦，これだけの仕事 

をいぐらかで請負わんかというわけです。各部で職工 

を採用しておった時代のことですが，日給50戗の著 

がある枉取を何人かで請负って皁くやれば， 1 円また 

，はそれ以上贳うンそういったことはその部だけで-しか 

見ておらん。庶務も何も見でおらん。時間内にいぐら 

か，クc:れだけ仕上げるとか，その時，その時の状況で 

決めとった。’
職工と監督者どの関係で早くできたら皁仕舞と言っ 

て，皁 < 帰らせるものがあり,. これは時間請負だっ 

た。また別に > とれだけやってしまえば，日給5 0銭 

なものがいくらになろうがかまわないという仕舞f決め 

の仕琪請負もありました。rれヒ,今のような職札があ 

名わけセゆなし，随分，勝手にやっておった6 .職札は 

製_ 部でやったものです。

請負入は別にいるので > 製鉄所ではやらない。今め 

建設の方の仕辦が多かった。工場の中のふつうの製銑 

や本当の仕事を始めてからは外部の請負人はそんな方 

の仕事に入らん。あとは人夫を使いました。お前，何 

人もって来い，何人もってくればいくら，出す，あとは 

任すというやり方でした。 .
請負人は製鉄所力、らいぐらか貰う。それを使用人央 

に渡す。「人央出しJの’収入として給料からハネるやり 

方で，製鉄所と親玉が話し合うて， 1人当りいくらか 

を決める。それを実際に渡すときに1， 2割頭をハネ 

るわけです。仕祺は人夫を何人出せといってやらせる 

が，人夫出しはピンハネをする。製鉄所は人央供給者 

に給料を渡していたのですが，仕事は各部の原料なら 

原料の職員がついて仕市をさせる，とにかく筒雄なや 

り方でやっていました。
. . . . .  . '  .ノ - ' .

職工引き抜きと労働移動

町工場と本当め製鉄業にたずさわった職工はちょっ 

と違う。锻冶, 製缶などの職人は，ほかの工場に行っ 

た者もあったですが，製銑,平炉などはよそに向かん 

のでそうは行かない^ 第 1次火戦の時には，力•々，火 

阪などに飛び出した者があったが，製鉄業の職工は紐 

れば亩姓をするぐらいで，よそに行ったととろで全然
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役に立たんのです< ：,
大正4 年顷だったと思いますが，.火阪製欽とか，小 

倉製網所というのが出来た。小倉はあとで苋京製網に 

_なり.ま.したが，.冬め製綱所はスキーデンの線材が取',り 

難くなったんで，ワイヤロ 一プ材料を造るため}こ出来 

たんですな。それを造るために，製鉄]す「の線材工場の 

主任が出た。はじめ職員が建設にたずさわり, それか 

ら職工がっいて:行く .し.“ .そういう.形は.よぐ.ありました。

大正5 年顷になると，平炉工場が出来て来て，小型 

なんかもよぐ造るょぅfcなった。線材を造るよりも， 

欧州大戦で，小型の方が儲がる。

浅野が横浜に浅! 造船を造った。そとで淳鈑エ場担 

当者の課長を引っぱって行って，厚飯工場め逑設を始 

めた。今の途中セ戦争が激しくなり材料が足らん。そ 

れで，小食ですが, あそとの平炉で厚鈑_塊を造ると 

■いうことになった。浅野と苋京製網と正式契約をした 

時に休戦になった。浅Ijpに,:..それかち平炉に居,った末 

倉さんが行った。來京製網の平炉は末倉さんが設計し 

た。在任中に配下に設許させたわけです。線材工場は 

線材主任奪して居った沼です。沼君が行って，それか 

ら職工を連れて行った。職工引き抜き防止のための出 

入禁止というのは大分終りになってからです。はじめ 

は，そんなととは無かった。主任級の人が外へ出て，

:線材ゃ小形を造る時にrホレお前来い」.という.わけで， 

目欲I■い奴を r来んが」と引き抜く。「私を使って下 

:$い」…という.よ■うなのは少なかったです。

そのうち, 神戸製鋼が線材を始めた。沼が浅野の遺 

役と喧嘩を'して，自分のパテン卜を.もっていたから，

軸受でパテントも取っておったんですが……，それを 

.持って祌戸製鏑へ行ったa. その時，沼が小倉の職！:を 

.述れて行った。そういうところでは職工の給料も無論 

.上ります（職工も技術員も大抵倍くらいもらっていた 

.ようです。• 自分で出たのも居りまずが,何処へ行って 

もちょっと向きがあるめで,出者から引き抜かれて 

」それを頼りに行ぐのが多かった。.'昔のように』とにか

く縁故採用が大部分ですから.......。そんなことが……，

例の親方とか弟子とかいうことが続いて，縁故採用が 

主になって行ったのではないかと思い.ます。親方にっ 

.いて行くのも，まず入職するのに都合が皮いというよ 

うなことからです。縁故紹介渚に,入るときは賴って 

.いても，.後に独り立.ちするから，特に関係は..しな.いわ.
けですが， 0 をかけてくれるとか，手ブルを使おうと 

かいうので，殆ど縁故採用でした•

創業期の職工生活状態

給料を貰う前に殆ど竹うてしもうと•る。給料贯った 

らそれは借金に払う。家族持ちは通い帳で，Jj決めで 

品物を貨っとった。商沾から贳うわけです。誰かが移 

ってぐると商/,'；からすぐ御川|]丨丨きが行って物を邡ける。 

月末で締め切って給料を支払う。支払ったら，あとは 

拽らん。牢哿りでも店れば別だが，若い治2 人で来た: 
よ，うな時には給料も货うたらあとは嗖っ欠や。

あとX ，購贸会が米を出すようになった。その米を 

売って小造いにしよる。給料後の小逍いをつくるため 

に，購買会からつくるような恰好になる。そんな述中 

も居ったでナ。もちろん，なかには相当/!，,：心、して貯め 

込んで, | 自分の往家を持つ渚も席った。しかし，その 

日慕しをして屈.ったもんも:、|':分以上/彳;.ったから，苦い 

者:でもあるし，. 一人が.そんなふ.う.に.グ‘.レてしま..やあ,.
皆それを見習うてやるというわけで，製鉄所をやめに 

くい事情もそんなところにもあったと思います。

だから, 高炉がス1、ッゾした時には，残る渚と郷丨11 

に帰る者どあったが，借金をふみ倒してv 給料賞って 

すぐ郷里に掃ってしまった苦が大分屈りました。商侶 

も，それが入らず夜逃げ丨丨0様に去った。そんないきさ 

つが 35年 （明治35年……纸忠）に熔鉱炉を閉じた時に 

あ' りました。「町は绝屋ばかりで火の消えたよう……oJ 
と言マたわけです。.
土地を売った連中は小倉へ行って费うて,しもうてほ 

とんど台ナシ。空っぽになった。小舍はピイピイ, 枝 

光は閉って居った。そんなわけで，そう，い 5 人 は 製 鉄 : 
所で働く》自分で土地を只うてやるといった計刚なぞ 

なしに.，4 を贳ったから珍しうて全部赀•うてしまった 

ような述中が多かったのですi.. ’

居住- 設，職工長屋

職工長屋は平乙内’に分けて知ったが，前丨】丨の営舎は 

甲が玄関付で，これは1 畏，それから6 得と 4 傾•半，

3 畳の台所に便所付でした。乙は6 愚， 4 母半，玄閲 

は無しで，共同便所になって圾った„ 4 軒及H でした。

このぼかに, 丙，丁というのがあって，闪はたしか6 
畳， 4 畳半に共间便所，丁は 6 扱一丨⑴に兆问便所だっ 

たと思います。人数や位瓰に応じて，中，乙, 内•/ 丁 

を住まわせとりました。，

独り者は下植をするか, 合馆をするかで，それは職 

エ畏屋の一部分にそういう所があった。旧露戦个の喷， 

'甲には組長や择.肆<6取締人力t 一■住研にいま.した‘“..M.。 

社宅を嫌う人も居々ましたし，独り弟で合相に入らk
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い珩が大分いました。

.ぐな.いですな》

職工め調達と採用方式

はじめの新出丨佐锃の時は緣故も何もない。妞設から 

作栗に移ったとき，明治3 3年から，34, 35 _ には 

関P ii ,四国以西からずっと集った。鹿児岛やII向から 

も来た。それは縁故も何もない。苦い亩姓で,ちょっ 

t 行っ、t 見ょ.うか'というので来た速中です。それか’ら， 

逆設に従Jjfしていた迚中は横滑りに入った。そういう 

人述は何か技術を持っとった人も居るし，いわゆる定 

夫という連中でポッと鹿児岛あたりから来た者もいる。

工夫, 定夫というやり方もありますが，平炉，転炉 

などでは1 が月， 2 か月落着< まで臨時エしとった 

かも知らぬが，臨時エだかちと言って割増がちがうわ 

けでもない。 R給だけだったんですから。その顷は， 

本エにずぐしとった•かも知れま.せんな。. それから後， 

あまり動くからというので臨時エにしていたことがあ 

ります。 1 か月, 2 か月，ちょっと見て,お前辛抱す 

るかということで本エにしたというわけです。それが 

終ってからは腕力試餘をする。 2 0キセから3 0キロの 

ものを商手に持たせて往復させる。体泣と身長と， fe 
んなことをやる。'後には附属病院で身体検迤をやるよ 

うになりましたが，はじめは元気そうなものを見て採 

っていました。’
採用は，はじめ各部で採用しとったが，I 、づ顷から 

か，各門で一応おさえねば取り締りがつかぬというこ 

とになった。各部で揉用したものは;身冗も充分でなぐ 

持ち逃げをする者もあづたりしたので，庶務で各部何 

人欲しいということを出させて，それを庶務でまとめ 

る. H では各部の職札をやるということになった。

その前は，各丨1 は勝手に通って，自分め職場で職札 

を】Uるやり方だった。製鉄所が始まって何年か経って 

庶務が乘り出すようになったのは，各部で勝宇に採用 

したのは身元が厳格にいかんからでしょう。叨治め終 

り顷，思想がうるさくなって，庶務が，身元はもちろ 

んのこと，瞥察に行って調べたりもしたようですs
明治の氽から大正の初めにかけては,幸徳秋水など 

の市忭もありましたが，社会主義者で,中に入ってか 

きまわした者も，かぶれた者もありました6 社会主義 

老でどうということはないが, 細 Hが変って来たので，

製鉄所で調迹をさせた。それまでは流れ者や札付きも， 

入っている。しかし，何も難しい調べをしたわけでも 

なく，条件さえ叶えば採っとったでしょう。建設中は， 

例の切ったり，切られたりという話はよくありました, 
建設時代の述中はそういう話が多かった。やくざ者が 

多かったでんな。 ■ .

f f l . 中島竜一氏商接調査記録

(3 )
職工養成所丨ごついて

養成所に入ったのは，一家が経済的に左前になった 

からです。今の小学校にあたる6 年と，高小の2 平を 

卒業した頃，15才の顷ですがギ兄がヰ度に死亡したた 

め，上の学校をあきらめ，職工養成所に入ることにし 

たのです。高小を卒業する頃，募集がありましたが， 

入学L た時がら金をぐれる琪が魅力でした。入所した 

のは大正5 牢で，第一次大戦が始って.1 年,好況に向 

っていた頃と思います。

その時もらった日給は15銭でした。修業年数は% 

か午間，午前中は学業で，これは朝9 時から显までで 

す。科 Hは，校提先生が社会的な事，修身的な事を苦 

干教え，その他は数学，機械大意のあらまし, 鉄冶金,, 
兴語はリ一ダーDIの終りまで，そして国漢, 休操，そ 

れから製図があジました。とくに機械大意, 鉄冶金， 

製図の比遺が大きかったように思います。教師は鹰商 

務省製鉄所の大学，工業卒の技師で，学校の嘱託で午 

前中だけ学校に来るわけで, 外部の教師には2 か年問 

会わながったです。

養成所に入るめは皆，1 4 ,1 5才頃です。皆，募集に応, 
じて集ってくる人問です。出身は九州に限られていた- 
よ うですが, 多いのは福岡県，佐賀，大分県などです, 
原則として弥猶舎」に入ったわけですが， クラスに50 
人くらい居って，そのうち10人くらいは通学してい 

た。私は第7 期生ですが，その比率は上も下も変らな: 
い。出身ば殆ど農村ですが,炭鉱地带や漁村から来た 

者もいくらか居りました。その頃は工場地带といって 

も，第 1 次大戦中に出来た工場はきわめて小さいもの
ばか りです。戸畑，八幡，黑崎，蒞松といったところ 

がそうで，旭ガラス，安川® 機などがlil欲しいところ 

です。戸妯鈞物は後に日立系の工場になつたのですが,. 
ちょっとしたェ璩で， 500人くらい屈りました。小ざ

注（3 ) 八幡•製鉄所が1910年，熟練穷拗老の机綠的狻成を企闻して創設したもの, 高小卒ていどの浩年耑の教背，訓練 

を龙眼i した。企業内訓練制度:として, 1:1本の穷働渚技能教贲史における- ‘_ 期を成すものである。
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だから宵舎に入った人は数は多
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なものは職人を10人から1 4 ,1 5 人ていどのものが多 

く，煙突の出ているようなものは馑かしかなかった6 
小倉にはワイャロ一プ工場をもつ製綱会社がありまし

.た。

養成所時代の工場実習

製鉄所では当時から一貫作業で,高炉を持って作業 

をしていたから，洗炭，骸炭から熔鉱炉へという作業 

工程があったわけです。もっとまとめて言えば，製銑 

部門では熔鉱炉，，製鋼部門では平炉，転炉；それから 

jJi延部門が卷る。その啟かに炉•材.といって府火レンガ> 
モルタルを造ったり，機械修理部門にはロ一ル工場が 

あって，何もかも由給自足でやっていた。発電所もあ 

りましたン

養成所では50人をふり分けて，午後は職場に出か 

:けるわけです。このような色々な職場に出るわけです 

から，極端に言うなら，洗炭夫と庄延の人間が濰居し 

て同じ教育を受けているようなもQです。实地の作業 

はそれぞれ現場で身につけるわけです。学校に入学し 

た時, お前は何々工場だ，と割当ててしまい，希望は 

言わせない。そして，一旦決めたらとても途えられは 

しない。そや工場内にとどまることになる。だから蓮 

命づけてしまうわけです。 どの工場が……といった好 

.み'を言わせた.らキリがないですからね。

午後，列を組んで，学校から工場まで行ぐ。そこで 

習いながら働ぐわけです。私は小形工場に配属になり 

まして，働いたのですが, 小形工場では，. 丸棒，山形， 

各平形，継 111飯，:軌条, フ4 ジシュプレートなどを造 

っていました。月，千トンくらいで, 従業員は，はじ 

めの噴は2 交代制でした。能率のとても惡い人員配置 

'ですが.••…O '
工場は幅20 m , 長さ150 m くらいで, ほかに屋根 

のない製品整理場がありました。これは幅20 m, •長 

さ50'm くらいです。作業は鋼片ビ.レ:ッ ト.と言.レ、ます . 
が，これを加熱炉で焼き, この加熱からに延抑断,矯 

正という順摩です。主作業は，加熱，圧延,精製の 3 
工程で，私の居た精製では剪断から熇正し，結來，バ 

'ノドルと言っていますが，それまでをやります。

糊はこんなところでやるわけですが‘…“，加熱に 

は加熱の要領がある。庄延は, 实際作業では，習った 

のとは別だし，また精製もf e々あり, 一工場内で色々 

とやらせてくれました。一棚の特典と思います。突際， 

免磡逍は庄延に配属されたらー度も替われ’ないのが普 

通で，炎W/だからポジシa '/を変えてやらせてくれた

と.思います。卒業した時には,工場内ですから希銥も 

間いてくれます。a :場主住ぱユ:場臾镦を尚めるために， 

適材適所に使うべきである:ことを知っているから…‘.、

養成所教育の成果と評価

養成所は教育方針としではたしかに生産教贲を-iftん 
じたと思いますが, 今になって考えると，「とにかぐ 

学校が要るんだ。将来の中释労働者が日木には不见す 

るんだから学校を置け」1ということ.で， fj木にも，そ 

れまでそんな経験はなかったし，突際の銖製造に細か 

い点でマッチしていたとは言えないように思えますw 
形式的だづたように思えます。生産技術としては高度 

なものを^ :えるんですが，それが現場に結びつかない。 

だから大観的に見ると失敗ではないかと恐う。どこが 

失敗の点かというと, そこがまず第1点。股闪は大き 

く見て2 つあると思いますが, 第 2 は待遇でしょう。

午前中，学科, 午後の突習'^感じますことはどこを 

ねらっているのか，学科にしても#•常に広範四を同じ 

比重でやっている。自分の配属部所べの功:丨"j知識は亦 

常に少い。.毛れが食い.足らなV、ので;f v .
午後は実習となる。するとi til分達はどの階級に偏 

入されるのかよく判らない。当時め職階級を言うと, 
上の方は問題にならないが，维時, 主任が—丨:場民に川 

当するもので, 各工場に1 人。監督が2 ， 3 人いまし 

た。技術系の職人は5 ， 6 人で，技師, 技手，傭，'丄 

手とあり，傭, 工手は鷗督補助をやる。これ等は職员 

簿にも載ります。事務系統では事務員は5 人くらV、で 

記録エというような呼び名があった。傭員とい‘）のは 

身分的名称です6 工場坪•位に役付エが.あり，上は糾及， 

下は伯;畏で，その下には貴住または棒心といわれるの 

がおり, 次の佤長を約柬されていたようなものです。.
養成所は，何をねらっているのか，_ポイントがハッ 

キリ..しない。養成所では職貝を'o  < .る:.の.か，職丄をつ 

くる.(0か。明らかに中堅職工のB 的があったが，喷エ 

をつくるのなら英語などは要らない。職貞の「はしぐ 

れ」奪ねらっているようでもあるんですが，職工なら 

製因，数学は要らない。まだ现場に即h た(要点があ 

るぐ例えば圧延のまず第1 のコツはロスを作らないで 

能雍を上げるこh , ■■しかも危険を作.わないポイントは.

 ，_不设製nilを出さ.•ないためにはここを:セ服にして

やるべしといったよう,な点6/ 部下が出来る..ようになれ..， 

ば統率はこういうところが火切だというような点。部 

門が分れていれはV そのようにそれを教えるなら，午 

後の炎習と教育が結びついて習ったことが血となる.

85



蛾前八幡製鉄所fcおける努碑I辦儈

英語などを嚙ゥていると0 分だけめェリ一ト愈識が 

出来る。結 局 1■生意気た*j ということになる。一方， 

待遇は何の差別（狻成所出身でないものよりも高くする 

ような格差‘““•纸恶)，もない。资格もない。■気位;いだ 

けしかなく，坦然，楽な方の職種へ向づて行とうとす 

る傾向があります。そういう傾向が何となく盛じ•とら 

れるから, 経営者，ェ場侧の期待と遠ぅ。両方とも「な 

んだ」という気になるわけですo \  •
教育が現場の作業にマッチしなかったから歩留りが 

恐かった。本来なら育ったところでお互いに貢献し合 

ケハズだったわけです，成功かどうかの0 安は，成果 

が挙ったかどうかということで，滞齒孝が炱ければ成 

功ではないかと思います6 突際のパ一七シトはどうで 

しょうか。10パーセントあるでしょうが？ もぅとも 

尔とJI:に少くはなりますが……。 くわしいことは離_  
の原丨y を洗ぅてみなければ’判りませんが…“ •そこで育 

てられた私が言うことはおこがましいけれども，養成 

所の教苻は成功しながったと思います，

製鉄所では徒弟制度という言-焚を使っていましたが, 
「金をかけて養成してやったんだからやめられんぞ」

と言われました。 1.0 年問義務年限があった。 16 年に 

满たないでやめた場合には弁償金を支払わされる• 私 

共の友連にも，転向しまして，それを支払った者があ 

りました。そういう者には主として上級学校に行って 

いるのが多い。やめたのはいつとはなしにやめ'?:行き. 
ますし，その後は文通もないし制りませんが，噂!こ聞 

けば，饺察tTとか，炭坑にもどって何係を務めている 

とか，挽足試験を通って高等工業に苒入学した人間も 

丙 0 ますし，通信赏史め試験を柽て，’そちらに行った 

人，外務汲記生になった人など，いろいろいるようで

第 1 次大戦頃の労働移動

笫 1 次大魄頃，ほか丨こもちさい工場は出て来ていま 

した。そんなのが熟練工を必袈とするa 職：!:を贸いに 

来る。表面的には向うの社提さんが，製鉄所提に侬縝 

をするという形です。‘ たとえば祌戸方而で,線材を造 

りたいので，職员，職工一式世話してくれと言づてく 

る。そして圾で，同じ採るなら>  レがいい，アレがい 

いというようなことをする9 たまには，製鉄所をやめ 

ても人や姻戚関係の子も採るが，. 10人欲しいと職貝は 

この方とこの方，職工さんはコレ；コv というふうに 

琪而では名指しで.もらう。⑶ 5 さんでも金を出したく 

ないし，炎際逍乎で将来捩く使えるような人を欲しが

る。いわ峥る職分ですが, これを与えて，貴任ぐらい 

の地位の人がすぐさま伍挺，しばらくしたら組長にし 

てやろうというようなことで，分けて贳うわけです。 

出張応授とい5 のがあって，これは引き抜く前の段階_ 
で, フヱアでもあるし，よくやられていました。

職人職：!;と百姓職工

それから，職人_ ! n と亩姓職工という言い方もあり‘‘ 
ました。職人職工は旋盤，鋳物，馏機工夫などで，外 

部にも一般に; 用する職種についていて，\、わゆる特 

技を認められても、るような者で + が，亩姓職工という 

のは, 高炉，平炉，压延など製鉄所のみの仕市で，ぼ. 
かこそんな仕取の無い者です。 プ

今は製鉄所は色々ありまずしし士すから違うでしょ 

うが，当時, 職工の仲間では主作業め職工を西姓職:！： 

と言って，市場性の無い職種.と思っとった。職人職;

の方は荈電* zc作修繕な, どで,すオレば製鉄所で食え 

なくともどこでも食える。お前らは食えんじゃない 

か」といった意識があったようです。:職人職工ぽ労働f 
市場を渡ぅている経歴がありますから世の中を広く見. 
ている。，亩姓職工はぐるりを見ていないから知識も社- 
会的 レベルも低い。 職人職:!:の方は製鉄所をやめて他. 

で働き, また戾ると質金が高くなる。諸国武者修業の‘ 
よ5 なものです。ですから，給与の見方が甘い。製鉄 

所が安ければ_ほかへ行けばよI 、
呉工廠などでは製鉄所とは趣を異にしています。な: 

るほど, 大砲を造ったり, 船を造ったりしますが,製 

鈥所の鉄鈑を使ぅてやる造艦技術は共通する点もある„ 
製鉄所では興あたりに供給するものをつくる。呉工廠 

などでも，亩娃職工は通用しないが，職人職工は通用 

するわけです。

亩姓職工の場合は，他に製鉄所がないI ，勤めて 

れば年をとる。年をとる.と自分でも自覚しないが同業 

猶が近くに無いし，大肢の方へ行づでも無いし,子供 

も出来るし, 居なきゃあ仕方がないという考えになり■ 
ます。その当時の貨金で満足する。よそを知りません 

から……。

職工の寡集と採用

その顷になると，製銑, 製鋼,庄延が傍系的職人職 

エより多い。 9 割は生作業職工になって屈ました。そ 

れは，その肖時には農村/漁村から述れて来たので問 

に’合う。初期は論人で困ったとい5 が大1彳S 牟以降は 

古参職工さんも思ますし，外人技師もリ丨き揚げた後で

戦前八幡製鉄所における労働事情

すし;技術的には滞りなく , 日本人の手でや力ていた 

わけですから，農漁村A でもその中に入って教われば 

できたわけです。今とちがって，機械化されていませ 

んから,何しろ体力が必毁だったので, 頭よりも体力, 
永続きする人丨出が必、要だったのです。増産しなくて社 

ならないのに人が集らない時には募集に出かけており 

ました。職工さん募集の場合には慟く人が圮りないわ 

けですから，農村に着目しまして，工場課の職員が各 

地をまわって，土地の有力者から面識を得てさがす• 
町にいけばそういナ人がいたわけでしょう。その時代 

は人が圮りないから，撕 j レベルも下るわけですね。 

不況〖こなれば厳しぐなるのは.-*雜と同じです。

縁故募染は各ユ.場の監督者が現場の組•，.伍:長に話を 

する。(4|1  • 伍長は•故郷に縁故を持ってv、るわけですし， 

起業祭の時などには人が来たりして交流があるわけで 

すが，彼等に監督や職員がっいて，その村に希望者が 

なMかと訊ねる。そういった地味な宣伝をしていたの1 
です。採用は，体力が基:準で，身体検査をやり，腕力 

をみる。それで大体は決まる，頭はあまり考えない，

3 交代制移行と作業合理化

ストライキのあとで， 3 衮替に代ったのです。時間 

短編は願ったり叶ったりですが，実_ にはちょっと楽 

になったていどです。それまでは2 交替で， 1 週間， 

昼夜それぞれ12時間勤務でした。 ’日曜を境にしてひ 

っくり返るんですが，そのひゥくり返り方がけ；.その時’ . 

に速続勤務で36時間.にもなります。 これで疲労がた 

まるのですが，今のよ1 なことでばこれはっとまらな 

いでしょう。っとまっていたのが不思議なくらいです。 

いかにノンベンダラリとしていたかですね。

3 交替になってからは人員配置も厳しくなり，rこ 
れだけの仕祺にこれだけ要るんだ」「ああそうかj と 

いうのと’は遠って，作業分析を使って厳しくなったで 

すね。短い時間だからその中で与えられたことをやら 

なくては，とい5 わけです。12時間が8 時間に変わっ 

たことは，経営者としては厳しい能率化を讲める裏づ 

けがあってはじめて出来るわけですから，そういう空 

気が浸透して来ました。

一部所での人員を減らそうということもありました

ねえ。 しかし， 5 人を4 人にしろと言ってもなかなか. 
話がまとまらずに，そ 5 した対決は監偕主任と妞丧と 

対決す、る上いう形になる。',.「減らしてやれ.りゃせんか』 

というんですが，rそれは今までも喪るんだから‘.“ “j  

と顽張ると，今後增やさないということになる9 今只 

はこれだけ注文があって割り当てられているというや 

り方で，' 日產100 0トンが2500トソt 3000トンと墦え 

ました。これに対Lて人間は增加しない。坐座は垧え 

るンだから，人間を減らしたと同じになる。そういう 

ふうな合理化です。

働いている人にしましても，12丨丨!丨柄勉務の時はエ躲 

でも相当，怠けると言っちゃ語弊がありますが，象に 

帰って，.細を耕すとか,..家のグルリを盤观すると.か,..... 
若V、人なら遊びまわるといった?jfをしていたが， 3 交' 

替になると体力.の_ を考えますから, ' 今の人問flii骹の 

ように厳し.くなり，:与えられこ .とはやらに.ゃな..ら:ん... 
という事で，それ相当の自覚をして来ることになりま’ 

す》時間は短ぐなったが,貨傘は減ったとは思えません

.ル"？ ■

『(5) し
製鈇所教習所について

教習所で平行して，今の責任，伍设，組丧などの夜 

間再教育をやった。これはもう，否応なしに順褙が冋• 

ってくる。 1 0 ですが無理な詰め込みはしなかったよ. 
.うです。 ' :：；-

指導的な職工は, たとえば加熱炉に紕设1 人，伉货 

3 人, ，貴任 3 人9 計..7 人居..令。:..1工場では30〜4 0人 

いるわけです。とれらの教育は全部の工場のを一度に 

$ 出来ないから，50人ぐ> いずつ， 1 年丨出かけてやる》 

これは本当に再教育です。 .

選び方は現場で責任者が選ぶ。教f fのねらいとして 

は大きな転換だと思います。若年のときに叩き込むめ. 
をやめて，生活の根底を持ってし、る步诏りのよi 、老な: 

やろうということですから，大きな变化です。

養成所の出身渚は卒業して1年間で、丨ゝ 分くらいにな：

ります。舟償もあるんだが, 卒業すれば，まずパ一ッ 

と別れてしまうかね。卒業前は午前小.は教销で会う. 
から皮いが，卒業してしまうと工場ですから判らなく、 

なる* 同窓会（同期坐クラス会の意‘:.‘‘•浓名）でもやれ

注（4 ) 製鉄所のg 業を記念して, 栢年秋, 所内をて般に公_ する惯例の行琪である。祭事当日には遠近ょり多#々の财 

係荞市民が製鉄所ならびに八幡地弦につめかけたといわれ，そめ伝統は今R にいたるまで続ぃてい.る。

C5 ) 1似7年卯設されたもので，前出の養成所とは少しくその趣皆を興にし，すでに所内で作業終:験を猜んだ,成平 

職工の诃教育,.訓練を主眼とした。 , ；, 1
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紱判るでしょうが,同窓会というのはやつたことはな 

いし，丨句慈会は7 期だけでなくしまとめにやるから，

企体が役命で参加するから親密感はないですね。

教習制度は大正11年に発足しました。震災の前に 

出来た。これは組• 伍長から採るのではなく，職工の 

中から俊秀な人間を採る。体力だけでなく頭脳も優秀 

な人問を採る。各工場主任の推薦する人物で，思想も 

股全，m も应く，仕-摩をするにも気の利いた，素行も 

與い人問を揉る。 年令はやはり2 5 どまり， 大学と突 

栗学校の中間にある高等工業卒業程度にすることを考 

えたようです。ハッキリ，目的は工場職員の最前線を 

ねらっていたU またひとつには労働対策の抜權によ 

る倍起をねらっていた。そして，灾際に思想,体力で 

他全な-V?を選んでいたと思うン •
その成果は相当上っていると思う。終了者のうちに 

•‘は養成所出身者も入っているン養成所出身者は歩留り 

ぶ恶いと晉われながら，環境に即Jt& した人問は残って 

•いる。身が入る， 1 上が認めた優秀な人間は残っている 

ようです。養成所出身者は，農村からの転進箸よりも 

紅科学的頭ができているから不平を言う。卒業後, 
.•何ら教育を旋しただけの待遇がない。そいうのは *
その制度が出来ると運動もするし励みも出る。との方 

社残® 率も良い。舁進も早いようです。

IV. 三橘義雄氏面接聴取記録

わしは大正6 年 3 月入職して鏑材部第2 庄延課に入 

ったのです。第 2 庄廸課は第1圧延とは場所をかえて, 
別のグループをつくっておった。 3 分塊， 4 分塊， 5 
分塊， 2 中形，‘3 小形などがあり，その中の3.分塊に 

入ったのです。

わしが分塊に配厲になったのは知り合いの世話人が 

あって，分塊に手が足りなくてr来んか」というわけ 

で入ったのです。採用は恼雖でしたV 大正の4 , 5 年 

顷までは満員で入れないという頃がもりましたが，こ 

の贸は製鉄所の| |丨に新しい工場をたてる。人員が喪る 

のですが八幡はええのセ人がどんどん来る^新工場に 

必驳とするのでA が要る。人を採るのに試験はしてお 

ったが学科も高小卒ていど, 体格が主です。主に体格 

で丨I丨, 乙があって鴨 , 乙嵇はたしか货金が1 銭ぐら 

い違うo わしの場合には5 4銭で入ったのではないか 

と思う。 .

養成挤出身者について

養成所出は数は少い。各工場に1 人か 2 人くらいは 

居ったようです，養成所を出た着は人並みに出来れば 

引き上げる》でずから，早く畀進して行った者もいる 

ようです。養成所では，もとの工業中学ていどのこと 

を教えたのですから，とくに製鉄に関する限り相当の 

知識を持っておりました。一般の牵科はそれほど深く 

なかったでし，i うが….*‘。：

わしらの組にも養成所出は2 , 3 人屈った。第 1 期， 

第 2 期を出たような人は筲通工業出たくらいの感じだ 

った。ところが，養成所出の中には，すぐに監督にし 

てくれないのでや^)る人が多がった。もちろん他のエ 

場に行けぱもづとずっと高い給料をとる水ができた。 

それでまた発奮して高等工業に入った人も思る。,
' - ....

作 業 状 況

全く，製鉄所はその当時は軍隊式でしたン1 FHでも 

早よう入職し'？:おれば古参です。眾隊式というのは， 

あとが来るまでその仕事をつづけてV、なくてはならん 

ということで，現場の拭き掃除，汕さし，下働きの仕 

?Jfなど, 何年でも* あとが籴るまでせに冷ならんとい 

う请慣でした。わしらの入った頃は，募集しておった 

から，.' いっは"い'あ■とから，入る者があったが，ぞぅ.で.な: 
い時にはあとが来ないめで，いつまでも下働きをさせ 

られるとい’ 具合でした。

不況になっても, 分塊:[•:場は工場のうぢでも一番や 

めるということがない。っまり，製鋼部から来た_ は 

分塊を」度は通さなければさばけない。だがら,分塊 

i 場はなくならない。わしらも, 持場を変ることや， 

仕事が無ぐなるということはなかった。

ところが，厚鈑や大形，小形,中形は注文があるう

ちは忙しい。厚飯なんかは製艦用の鋼材っくりで大変。

3 交替で昼-夜兼行でやる。ところが，その注文がとだ

炙たら， 1 交替でやるとか，そこの人はいつもアッチ

へ行ったり，コッ'チ.へ行ったりさ’せられていま■した。

それで，注文があれば,また庚って来いというわけで

した。これに.比べれば，分化はいっも仕3Jfがあ.っ て忙
(6 )

しい。正月でも，起業祭でも，湯が出れば西が応でも 

卬中無休》硌塊にしたら不緙済だがら，いっも熱いう 

ちにやらなくてはならないわけで，こういうふうにい 

つも忙しいが，その代り，製鋼部では製鉄所のある限 

り，やめるというようなことはない。般近はどこでも

注（6 ) 路炉出銑のこと。
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忙しぐなって，こんな状態はなぐなりましたが...…。

分塊の'動力は前は蒸気機関で、やっ弋いた。それを過 

きて，モーターで励かすようになった。昭和のはじめ 

領から出来た分塊はモ一ターになった。蒸気ュンジン 

.を使うところを..ュン■ジ、ンを倒して，.メインモーターに 

ふりかえるようにして，击いところもだんだんに取り 

かえていった。

蒸気運転で圧延していたのを， メインモータ“に代 

わり，圧延速度が変わった。冬して筒-填に出来るよう 

钇なってね。f 丨••の蒸気運転の時には蒸気機関の上でな 

.けりゃ通転,出来ない。' 向うの运延機のそばに思る者の 

合図を見て蒸気機関を運転するという具合だったa 今 

'なら，■庄延する者と，’メインモ一.タ— の連転手とが並 

んて、、，ても出来る。その当時でも蒸気運転でも席を並 

ベて出来るようになっ■たけれども，__ずっ.t 操作を'引っ 

張 o てやるしだから，時間がかかりました。

今は人を減らすので> メ_インモータ一もやり，庄延 

操作もやりで大变ですね。 4 人を 2 人とか， 1 人 3 役 

にさせるとがで人員を減らしている。その代り，現在 

，の人は圧延は历延専門でやる。われわれは，当時は圧 

:延も，機械修繕もすベてやる今は，圧延専門だが手 

も足も便ってやる。 しかし簡堪に出来ざようになって 

ますね。今は人神赀もわずかでしょう。芘延でも,前 

5 人くらい居ったのを，今は 2 人くらいではないです 

:か。 , ' •

わしは今は辞めてもう18年になる。 3 分塊には大 

亚 6 年から昭和8 年までおりました。 7 分塊には昭和 

8 年がら戦中，'戦後をっうじて，昭和25年までいまし 

た。 7 分塊というのは沉用鋼片を造っていたところで, 

厚鈑専門に伸ばすロ-  ル作業をやるので景気のよV、時 

は動かす。不贳気の時にはやらないといった具合でし 

.た。■大きなモーク一を据えてあった。

わしらがー赉芮労した方でしょう。戦争中は慣れた 

芘延手がどんどん兵隊にとられる。地方から，苗姓， 

'商売人など，ありとあらゆる階級を集めてやらせた。 

朝鮮人もかなり使いました。朝鮮人は皮いのもいるが， 

半分は惡い。そういう難餞をしてとうとう负けた。ix 

ける.前は鉄が见りぬから予備品を企部出した。そして 

负けた。分塊が一番先にお返しした。徵用になって， 

似れて丨Mjもない述中はやめました。戦後になって，も 

との人はやめる人が多かった。戦後，「闕屋しても儲 

がる。製铢所に屈っても駄(；!だ。j とV、5 わけで半分も . 
やめた。わしは咕和25年迖なづズ製銖所が独り立ち 

できる喷になってやめた。今の人に聞けば，随分燊に

なっているようですな。しかし，今はなかなか製鉄所 

には入れん。

教習所の経験

わしは22歳で入所しました。応召はせんでしたが 

……，昭和4 年になって，教習所制度を製鉄所がして， 

2 か年教習所tこ行けというので， 2 か年琪門に教宵を 

受けました。その当時，製鉄に関する限り高等:！:業|丨丨 
たくらいの資格を授ける。私が教習所を終えたのが和，

6 歳だったと思います。

教習所ではV、ろいろの科目をやりました。英語から 

一切， 2 か年間ミッチリとやらせる。朝から晚まで学 . 
校に通わせる。土曜日だけ旧::丨:場に入る。それは工場 

との関係を切れないようにしておくためです。平常は 

ミッチリ6 時間ぐらL、やります。私はこの時は貴任と 

いう立場にあった。出てきたら，錄 か ら組長，エ長 

になる。 _
教習所の高等部に行げば監督となる。普通部を出る 

と役付；Tになるか，昇進する場合が多いが，定員があ . 
るので席が空いていなくてはダメで，すぐに好進•ナる 

わけじゃなI、が"‘ - 0 工場では，たとえば分塊」:場と 

言えば，主任は係畏で1人，优理が1 人で，常®勤は 

これだけです。エ長がおれば，エ提は常S 勤//;多いが， 

エ長は少くて，係々に1人は厨らんぐらいじゃった。

そcq下は 3 交替になるが，監督が1 趵に 1 人ずつで3 
人，組畏が3 人。エ提と組長の閲係は，エ姣が居れば 

組長は居らん，エ長がいなければ組丧が居るといった 

具合と思えば判る。組長の下には伍丧がいる。背は， 

工場と係を同じような雄位と見ていたから3 分塊工場 

とV、えば3 分塊係と同じことです。

教習所を出ても，すぐに職場が決まるわけではなし、。 

矩員があるので，そうなるんですが，欠员があれば餒 

先権があって， 4 月に出たが決るのは8 月ということ 

もあります。

伍長になると，楽になる。「貴任」が设も大変です。. 

1人前に仕祺もし，そして見がじめもつける。織 が  

休むと見かじめをしなけりゃならんのですa ’迎のよい 

人は30歳ぐらいで伍長になる6 避成所をfMた.人は早 

ぐ伍長となった人が多い。戦時中，手が见りない時に、

は監督をやった者もありましだ。わしは昭和12顿 ,
組丧になった。

抖進は，ヮクが決っている。 1組に 10人いるうち,• 
榨心または貴任という者が屈-る。これは代3jfが上ず•で，

华功が古くて，10人いれば1人くらい佤•長の捕佐役が，
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決っているわけです。それは順摩として決っている。

3 人のうちから1 人を撰る.とい5 ような事は滅多に無 

かったです。 3 人居れば, これを交替番の甲，乙，肉 

番にふり分けるか，各組に優秀者をま；Bすように配分 

、するようにする。だから，これはまあ, 年功と人望, 
技術, 統制力などで'決っているようなものです。人間—， 

欲なもんで, そうなろうと思えば，意欲を持って他人 

よりも出て来る。だがら，自然，そういった関係が職 

塌の中で出来上っているわけです。

金工，定夫，雇用関係

金工は職工の前の形で，大体の履歴書と体格におい 

て介格する。これは採用とは.違う。そのうち，身元調 

ベをする。その間に身元をしらべて> 異常なしという 

ことになれば採用されます。その余裕の間を金工と言 

っていたわけです。不備があれば金工のまま続ける。 

旋盤とか，そういう町工場などでも  > 入って行くと 

r金工をやりおれ」というもので， 1 人前のものでも 

金工をやっている者は居った。 •；

足夫は金工に似たりよったりと思う。ひとっの人夫 

のようのもので，製鉄所で指定して，決めて使うてやろ 

うといラものです6 その.日，その日のものでなく「つ 

.づけて来いJ..という.ようなものです。■だから，定夫と 

なればやめさせられる心配はない。侮日門鑑というの 

があって，何処に行くのか判らんのと違って，足夫と 

いえば紐丨I決ってどこかで使ってもらえる。作業員で 

も大T丨iは初め頃，門札があった。たとえば職札何稂と 

いうようなものです。門に入ってそれを取り，工場に 

行ってそれを掛ける。掃りにはそれを持って帰り，門 

に掛けて掃る。それを見て守衛が勤怠をつける。途中 

からそれをやめて，身分証明嶎を持って見せて通るだ 

けになった。しかし，それを工場の事務所には出すよ 

うにしていました。

M 金 制 度

削坳制度は大正6 年明の話ですが，給料が5 0銭や 

そとらの給料だから大したことはなかった。大体, 3 
制が?？通のもので，皆勤-丁1挡のようなものでした。 .

财 -というものが無かった。あっても，殆ど他かな 

もので，年末赏みが製鉄所の親心で僅かにあったくら 

I 、です。それまでは10月に働いたのが11月の1 2 n に 

K える。12月 12 f；丨には11.ガ分を贳える。ところが正 

y\が来る。そこで半勘沿をくれた。12月の 1 Rから15 
f.iまでの半月分を25 m m しよった。だから， '£n

の 1 2日に受けるのは半分しかない。正月 K 困;6 時代 

が続いて，それから大正9 年に大きなストライキをや 

って，一般に賞与をやるように’なって/半月分の給料 

ぐらいの賞みを出すようfこなりました。そめ顷は努働 

組合は無いし，向うの贯いなり放題です。給料の半月 

分くらいの賞与が渡るようになったのは大正末期喷だ 

と思います。

昇給は2 銭， 3 銭くらいずっ。平職工いうのが，役 

付でない渚で，このくらいの昇給セした6 その代り: 
年に4 回ぐらいありました。ずっと3 銭ずつあれば年 

に 4 回だから，だいぶになるが，しかし侮IBIはやって 

くれない。成績の畏い人は別だけれども，齊通の人は 

それほど海回ではない。’ 膂通の場合，何人に対して何 

ボというのが会社から来る。'’:それを係長なんかが分け 

るわけです。組長や監督の服を合せて決めるのですが, 
待，公平というわけではなかった0 .

また，工場侮にやり方は違っとづたようです，班延 

にたずさわる工場には主にやって，工作とか補助のエ 

場，主の作業でないもの，馏気などヒ幾分安かったの 

ではないかと思いまず。補助の工場は夜勤も’なぐ常<ir 
勤だけだし，生産せんだけ作業も緩慢に出来る。圧延 

はユックリやってカネが冷えた.ら何にもならん。機槭

に故隋起すから.......。
J '

給与配分の決宏と組長の役割

きまった点数があって成績をつけていました。組長： 

あたりは簡琳です。たとえば，最高8 点から最低'5 XI 
という具合で, これを総合して，全部監督に提出して. 
しまう。だから組苌は評価をするだけです。特別A ク 

ラスというのがあって，最故 13点,最低 8 点 , ある- 
いは 12 点 , 8 点という点もありました。 功程割塯な:. 
どの実際の計算は係長，代理, 監督でやるのですが， 

係長よりも代理が.炎横を摇っておった。係長代理は， 

工務関係と，こうした整理をやっていたが，祺務貝が  ̂
2 , 3 人屈って，給 -々 , 出欠関係をやる。書類操作は 

取務員がやぅていたようです。. これは，.'係挺の性格に， 

よってかなり変ります。また，部下に関する評価は紕 

長の意MLで決る。紺提にはたしか組丧乎当があったと 

想います。

貨金制度の変遷

給料も, それから，色々変ぅて籴まし穴。割埚ゆ3 
割くらいだったが賞令が猶える。教習所に行ぐ明，功: 
殺払いが入ヮたと思う。ブリキ工場では20割もあり，

B典财财机鴨_认规梢
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われわれのととろで7 , 8 捌ついた。だから，本給は 

安ぐても突収は高かったです。昭和6 年顷，不景気が 

来セ* そういう功程払いは屮止となった?jfがある。分 

塊あだりは中止したし，多いところでも3 割ぐらいに 

減りました* 功程割増は職によって違う。また年功や 

貴任によって違うが，係々でも配分率が逾うという具 

合でした。？分塊は高い方だったと思います。功程割 

塯は製鋼> ブV キ，美装鋼鈑どいう高級仕上_鈑など 

で高くて，工作，鋳物,修繕係には功程割増はあって 

も率は低かったよ5 です。電機修理や運輸はよかった 

.ん■じゃないかと.馬い.ます。

教習所に入った頃，教習所に入っている者に対して 

昨年つけた功程割増分の半分以上を見てやろうという 

歌があっだ。戥習所では土瞎日だけ現場に送る。放っ 

.て置くと現場‘と縁が切れ'るからですが. どと.るが， 

.昭和5 ， 6 年頃，製鉄所が不巔気になり > 学校に行ぐ 

A に割墦をやることは要らんということになった。そ 

れで，学校をやめるならやめろというわけです。自分 

達はまた良'かづた。.本給か高いから…:.• :■しかし, . フ*
リキの人は本給が爾かだったから苦しかっf c ようです。 

教習所へゆプリキからも若い人が来ていた。優秀で若

く，人ってからf/ljがない。..そうい.う.洛が勉弥に来てC V 
ました。木給は僅かだから功摇割Jf丨が無いと苏しい。 

しかし，出てからはしっかり効见が上っているようで. 
.す» 昭和5 メ刚，われわれはリ|かれて60 PJ < ら.い，で‘ 
した。功积割増をもらえば100 I'J < らいになれたわけ 

です。ブリキあf c りは25〜3Q fj < らいの人が多かっ 

た。プリキの人はやめても现場には掃さんというやり 

方だった。 ；1： >

家族手当は戦争が激しくなるにつれて艰加しました 

近在の人が色> 々 顧んで職工にじてもらう。家族が多ぐ 

て，家族# 当を随分多くもらS 人が増えたりしました。、 

本給9 ほかに功程割增給があり， 残業手当， 家族手 

当，特殊作業手当，危険手当などがありま.した。

〔付 記 〕

本資料作製のための面接調进のアレンジに際し，八 . 

幡製鉄本社調齑部飯田賢一氏，八幡•製鉄所総務部池田 

英男氏にお世話になった6 ここに厚 < 御礼申,し上げた

い。...- ノ. . .  . . .
な私本調査 :の経费の一部は昭和ぬ年度，鹿應敦-こ

塾%ニ斯振興資金によって即われた。
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